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「そとがき」とは外輪山を意味する古語です。
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４コマ漫画の担当は野尻史子さんです。 坂梨会ホームページアドレス　http://www.asospahp.jp/
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理
念

よ
り
よ
き
人
間
性
を

よ
り
よ
き
環
境
を

よ
り
よ
き
医
療
を

新
燃
岳
の
噴
火
や
火
山
灰
の
様
子
を
見
て
、
以
前
に

阿
蘇
山
の
噴
火
で
車
な
ど
に
火
山
灰
が
降
っ
て
い
た

と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
既
に
過
去
の
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
他
人
事
で
は

な
く
、
天
災
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
を
個
人
で

も
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
い
つ
も
笑
顔
が
す
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
な
看
護
部
総
師
長
の
西
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
喜
子
さ
ん
で
す
。

　

西
村
総
師
長
の
主
な
仕
事
は
、
病
棟
や
外
来
等
の

業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
患
者
様
に
安
心
し
て

受
診
や
療
養
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
看
護
部

の
運
営
や
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
と
の
調
整
等
を
行
う
こ

と
で
す
。
ま
た
昨
年
か
ら
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
管
理
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
様
や
利
用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
温
泉
病
院

に
来
て
良
か
っ
た
」
「
職
員
の
対
応
や
サ
ー
ビ
ス
が

良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
時
や
、
職
員
が

患
者
様
の
た
め
に
い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
て
い
る

時
に
喜
び
を
感
じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
は
、
温
泉
病
院
が
更
に
地
域
の
方
々
に
信
頼

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
看
護
部
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス

部
門
を
中
心
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
安
心
・

安
全
な
体
制
作
り
を
行
な
っ
て
行
く
そ
う
で
す
。
ま

た
職
員
が
元
気
に
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
作

り
を
し
、
患
者
様
の
た
め
に
共
に
考
え
努
力
し
て
く

れ
る
職
員
が
就
職
し
や
す
い
よ
う
教
育
の
充
実
も
図

っ
て
い
き
た
い
と
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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当
し
ま
す
。

※
患
者
数
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よ
り
診
療
時
間
が
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＜受付時間案内＞

1月より赴任した整形外科の田﨑です。

赴任前は沖縄の琉球大学や国立療養所で研修してきました。

骨折や外傷、腰痛、膝痛、肩・頸の痛みなどの診療をとおして

今後、地域の皆様のお役に立てるよう頑張っていきたいと思っております。

出身は福岡の二日市温泉で温泉が大好きなのに沖縄には温泉がなかったので

阿蘇温泉病院に赴任できてうれしく思っています。

久しぶりの九州なので、仕事、プライベートともよろしくお願いいたします。

　

平
成
７
（
1
9
9
5
）
年
１
月
１
７
日
、
大
阪
の
親

戚
宅
に
滞
在
中
の
私
は
当
時
神
戸
の
住
人
だ
っ
た
。

　

未
曾
有
の
揺
れ
に
、
グ
ラ
ス
類
が
落
下
す
る
の

を
呆
然
と
眺
め
て
い
た
が
、
ハ
ッ
と
我
に
か
え
り

自
宅
へ
電
話
を
し
た
が
、
不
通
。
と
っ
さ
に
公
衆

電
話
へ
。
結
果
我
が
家
は
「
全
壊
」
。
神
戸
・
会

下
山
（
え
げ
や
ま
）
断
層
か
ら
１
ｋ
ｍ
南
の
地
で

当
然
だ
っ
た
。
瓦
の
重
量
が
陥
没
さ
せ
た
の
だ
。

数
年
前
か
ら
前
兆
が
あ
っ
た
。
前
栽
の
木
々
が
枯

れ
て
い
き
、
庭
師
が
「
こ
れ
は
江
戸
時
代
を
見
て

き
た
梅
で
す
よ
。
」
と
言
っ
た
古
木
も
、
次
第
に

弱
っ
て
い
た
。
客
間
の
床
下
を
覗
く
と
、
亀
裂
が

入
り
、
数
年
前
か
ら
水
脈
は
切
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

　

罹
災
後
の
ご
親
切
は
身
に
し
み
た
。
広
島
か
ら

派
遣
さ
れ
た
毎
日
新
聞
記
者
が
「
阪
急
六
甲
」
駅

前
で
、
瓦
礫
の
山
を
避
け
つ
つ
取
材
の
後
、
唯
一

オ
ー
プ
ン
の
「
に
し
む
ら
珈
琲
店
」
で
カ
レ
ー
を

馳
走
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
未

復
旧
で
や
っ
と
炊
い
た
ご
飯
は
涙
し
つ
つ
味
わ
っ

た
。
私
は
関
西
大
職
員
で
、
数
年
前
、
熱
海
で
開

催
の
全
国
私
大
連
研
修
会
で
共
に
学
ん
だ
東
洋
大

職
員
の
方
か
ら
「
こ
ん
な
時
は
現
金
が
一
番
お
役

に
立
つ
か
と
思
い
失
礼
を
も
省
み
ず
送
ら
せ
て
頂

き
ま
す
。
」
と
の
添
書
と
共
に
見
舞
金
が
送
ら
れ

て
き
た
こ
と
。
約
１
ヶ
月
間
も
私
を
自
宅
に
滞
在

さ
せ
て
く
れ
た
級
友
Ｎ
さ
ん
の
ご
家
族
。
米
１
０

キ
ロ
を
送
っ
て
く
れ
た
友
人
。
厚
意
の
数
々
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
の
長
男
は
、
当
時

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
大
学
映
画
学
科
に
在
学
中
。

卒
業
制
作
の
映
画
が
映
画
祭
で
最
優
秀
賞
を
取
っ

た
事
だ
。
上
記
の
記
者
に
は
そ
の
取
材
を
受
け
た

の
だ
っ
た
。

　

時
は
移
り
、
四
季
ご
と
に
自
然
が
馥
郁
た
る
香

り
を
放
つ
時
、
懐
か
し
い
庭
を
想
い
出
す
。
柊
木

犀
は
花
木
図
鑑
で
「
あ
る
日
突
然
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
漂
っ
て
く
る
香
り
に
、
は
っ
と
驚
か
さ
れ

る
。
秋
が
深
ま
り
、
郷
愁
を
か
き
た
て
、
失
く
し

た
も
の
を
思
い
出
さ
せ
る
香
り
だ
。
」
と
解
説
さ

れ
て
い
る
。

　

で
も
、
こ
れ
か
ら
は
懐
古
だ
け
で
な
く
、
限
り

あ
る
人
生
を
大
切
に
歩
み
、
縁
あ
っ
て
移
り
住
ん

だ
阿
蘇
の
地
の
大
自
然
の
香
り
を
楽
し
も
う
。

　

と
と
も
に
我
々
は
何
年
た
と
う
と
も
、
あ
の
震

災
で
失
わ
れ
た
６
千
余
の
尊
い
命
の
冥
福
を
祈
る

こ
と
、
家
族
を
失
い
悲
哀
を
胸
に
秘
め
て
生
き
て

い
る
人
々
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
お
こ
う
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
罹
災
か
ら
１
６
年
」

～
香
り
は
思
い
出
を
つ
れ
て
や
っ
て
く
る
～
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川
美
彌
子
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ド
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ク

こ

わ

お

も

て

「妊婦健診は予防医学と家庭を守る場です」
産婦人科　荒尾慎治

◎産婦人科の診察中にエコーの画面で胎児をみる女性

はしばしば瞳が潤む。時に出血です！胎児が元気かど

うか診てください！その画面に安堵したり落胆したり

と、涙が少なくありません。沐浴の時に赤ちゃんと父

母が見つめ合う瞳には、愛情が充満しています。

　

◎妊婦健診は予防医学の場となります。先天感染（母

子感染）による新生児疾病を予防し、早産や難産の予

防を促す説明にも力を入れています。季節性や新型イ

ンフルエンザに予防接種を推奨します。歯肉炎のある

女性は早産が多いことから、妊娠前や妊娠初期に歯科

健診が重要です。歯科と産婦人科のスタッフが協同し

て妊婦さんに歯科健診を促すパンフレットを作成して、

早産予防に大切な役割を果たしています。

　

◎１９８５に定着したＢ型肝炎母子予防事業ですが、

妊娠初期にＢ型肝炎Ｓ抗原の検査を行ってます。しか

し国際的にはＨＢワクチンをルーチンに接種していな

い国がイギリスと日本だけになりました。現行の３種

混合ワクチンに加えて、ＨＢワクチンやポリオ、ヒブ

ワクチンとの６種ワクチン導入が望まれます。また、

昨年１０月に厚労省からＨＴＬＶ－１（成人Ｔ細胞白

血病ウイルス）の抗体検査が公費負担となり、妊婦さ

ん全員にＨＴＬＶ－１を行うようになりました。分娩

時に産道のＢ群溶連菌（ＧＢＳ）が児に伝播されて、

重篤な新生児感染症の減少を行っています。ヘルペス

病変が産道にあるときは帝王切開が推奨されます。

◎院内感染を適切に防御・消毒をすることにより、二

次感染を予防しています。サイトメガロウイルスが水

平感染しない予防策に、

１）オムツ(尿)唾液接触後に２０秒の手洗いをする

２）６歳未満の子供の口や頬にキスをしない

３）子供と食べ物、飲み物、食器を共有しない

ことが推奨されています（ＣＤＣ、ＡＣＯＧ）。

　

◎おかげさまで、分娩数は２１８人（一昨年より６人

増加）、手術数は１１８件と昨年より増加しました。

外来が綺麗になり来院する婦人が増加しましたので、

待ち時間が短くする工夫を産婦人科スタッフがＴＱＣ

活動を通じて改善し、成果をみせています。

　

◎栄養士さんによる食育と栄養指導、妊婦さんとノル

ディックウォーキングは大地の風と親しみ、家族３世

代そろってのご参加もあって、グラシアスの美味しい

お弁当を美味しくいただく楽しい年間行事です。子宮

頸癌ワクチン普及や性教育の講演活動など社会活動も

含め、日々、小さな事からコツコツと皆様のお役に立

つように産婦人科も努力したいと思います。

赤ちゃんとママと家族のために赤ちゃんとママと家族のために赤ちゃんとママと家族のために

新しい先生のご紹介新しい先生のご紹介

※
看
護
師
支
援
セ
ミ
ナ
ー
も
定
期
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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９
６
７
（
３
２
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０
８
８
１　

～整形外科　田﨑法昭先生～

23日（水）
　　 12：30～16：00まで
　  　3歳児検診のため休診

歯
科

26日（土）16：15まで受付

26日（土）　休診

小
児
科

２月の診療予定

19日（土）　休診
耳
鼻
科

レストラン「グラシアス」レストラン「グラシアス」
健康づくり応援店・スタンプラリー加盟店

　当院に併設するレストラン「グラシアス」では、健康

づくり応援店として健康を応援するヘルシー料理をご提

供しています。また、３月３１日まではスタンプラリー

も開催されており、当レストランを含む加盟店１６４店

舗のうち３店舗でお食事をされると１７８名様に豪華商

品が当ります。

　この機会にぜひ「グラシアス」をご利用下さい。お待

ちしております。

（電話） ０９６７－３２－１９５１

こちらが柊木犀(　　　　　　）

白く可憐で、クリームのような

香りで人を惹きつけます

ひいらぎもくせい


